
疾毒品リスク管理計画
(RMP)

本資材は医襄品リスク管理計画に

基づき作成された資材です

ゼルヤンツ⑧を

服用される患者さんと

ご家族の方八*

関節リウマチ
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はじめに

現在日本には、70万人以上の関節リウマチ患者さんがいるといわれています。

以前は､効果的な治療薬が乏しかったことから、関節リウマチは治らない病気と

考えられていました。しかし現在は､病気の研究や治療薬の開発が進み、少しで

も早く病気を発見し､適切な治療を受けることで病気の悪化を防ぐことが可能

となってきました。

■ﾛ

画

関節リウマチ治療薬ゼルヤンツは､従来の生物学的製剤などとは異なる作用に

より、体の免疫システムの異常に働きかける飲み薬です。関節の痛みや腫れなど

の症状を改善し､日常生活上の動作がしやすくなる効果が期待できます。

ただし、ゼルヤンツの服用で免疫の働きが低下し、副作用として菫い感染症

(肺炎､帯状庖疹､結核など)が発現したという報告もあり､注意が必要です｡また、

ゼルヤンツを服用した患者さんは､服用しなかった患者さんや他の治療法

(TNF阻害剤の投与)を受けている患者さんに比べ悪性腫瘍の発現率が高い

という報告があります。心血管系事象はゼルヤンツを服用した患者さんでは他

の治療法(TNF阻害剤の投与)を受けている患者さんよりも発現率が高いとい

う報告もあります。

より安全に効果的な治療を続けていくために、医師に指示された用法･用量を

守り、定期的に受診することが必要です。また、副作用の徴候に気づいたら

服用をやめてすぐ､に医師に相談できるよう、副作用症状を理解しておくことが

大切です。本冊子をよくお読みいただき、ゼルヤンツによる治療のリスクを
かんかい

ご理解いただいたうえで、関節の痛みや腫れなどの症状がない｢寛解｣を維持

して関節を守るという目標に向かって治療を進めていきましょう。
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関節リウマチってどんな病気？

関節リウマチは、外から入ってくる細菌やウイルスなどの病原体から体を守る

働きをする免疫システムがなんらかの異常をきたし、種々の炎症が次々に
じこめんえきしつかん

引き起こされる｢自己免疫疾患｣のひとつです。
かつまく

関節の中の滑膜と呼ばれる場所で起こる炎症により、関節の痛みや腫れと

いった症状がみられます。また、関節だけでなく症状が全身に及び、だるい、

’

疲れやすい、微熱が続くなどを感じる場合もあります。

●関節リウマチの主な症状
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関節の痛みや腫れ こわばり

以前は治らない病気､寝たきりになるなどのイメージのある病気でしたが､現在では

研究や治療薬の開発がすすみ､発症早期から適切な治療を行うことで､病気になる前

と同様の生活を送ることができるようになった患者さんもいます。

ゼルヤンツは､従来の生物学的製剤などとは異なる作用により、関節の痛みや腫れ

などの症状を改善し、日常生活の動作がしやすくなる効果が期待できる薬です。

④



早期の治療が大切

関節リウマチでは､滑膜の炎症が長期間続くと、関節の軟骨や骨が徐々に破壊

され、関節全体が固まったり、変形したりしてしまうことがあります。

関節の破壊は､発症から2年以内に急速に進むことがわかっています。

●関節破壊は発症2年以内に急速に進行
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発症後の年数

2年 20年0

出典：Fuchs,H､A,etal. ：JRheumatol l6（5） ：585． 1989より作図

監修:慶應義塾大学医学部内科学教室リウマチ内科竹内勤先生

できるだけ発症早期から適切な治療を行うことで

関節破壊を抑え、関節の痛みや腫れなどの症状がない
かんかい

｢寛解｣を維持し､関節を守ることが治療の目標※となります。

寛解：リウマチの症状､徴候が消失した状態のことです。

※①臨床的寛解(痛みや腫れている関節、炎症の指標であるCRPなどで症状のない状態)､②構造的寛解(X線や

CTによる評価で骨関節破壊が抑えられている状態)､③機能的寛解(身体機能や生活の質を評価し健康が保たれ

ている状態)の3種類の目標が掲げられています。
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治療に用いられる薬

関節リウマチの治療には､主に｢免疫システムの異常に働きかける薬｣と｢痛み

や腫れを抑える薬｣が用いられます｡ゼルヤンツは、免疫システムの異常に

働きかける飲み薬です｡JAK阻害薬という種類に分類されます。
■

更

●免疫システムの異常に働きかける薬

ジャック

JAK阻害薬

炎症を引き起こすいろいろな種類の｢炎症性サイトカイン｣の働きを抑え、

関節の炎症を抑える飲み薬ですb

ディーマーズ

その他のDMARDs(疾患修飾性抗リウマチ薬）

異常な免疫反応の働きを抑え､関節の痛みや腫れの症状を改善します｡特に

メトトレキサートは関節リウマチ治療の中心的な役割を果たす薬として使用

されています。

ﾃｨｰｴﾇｴﾌ ｲﾝﾀｰﾛｲｷﾝｼｯｸｽ

生物学的製剤(TNF阻害薬やIL-6阻害薬､T細胞選択的共刺激調節剤など）

特定の炎症性サイトカインの働きを抑え、関節の炎症や骨の破壊を抑える

注射のお薬です。

●痛みや腫れを抑える薬

エヌセイズ

NSAIDs

いわゆる痛み止めで､関節の痛みや腫れを和らげる効果があります。

ステロイド薬
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炎症を強力に抑えて、関節の痛みや腫れを和らげる効果があります。

サイトカイン：細胞は変化するとき(増殖したり分化するなど)、周りの細胞とコミュニケーションをとっています。

その際､情報伝達を行う分子がサイトカインです。サイトカインは体の免疫反応をつかさどる重要な物質ですが、

過剰につくられると慢性炎症などを引き起こす原因にもなります｡サイトカインが受容体と結合することで細胞間の

情報が伝わります(し8ページ参照)。
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ゼルヤンツの作用のしくみ

治療前

‐

関節リウマチの原因のひとつに、関節の滑膜における炎症性サイトカインの過剰

産生があるといわれています。サイトカインが免疫細胞の受容体(受け皿の

ようなもの)に結合すると、細胞の中の伝達経路を通ってシグナルが送られ、

炎症性サイトカインが過剰につくられます。さらに免疫細胞が集められたり

(遊走)、炎症を悪化させ、関節の痛みや腫れ､破壊を引き起こします。
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関節リウマチでは､過剰なサイトカインが

炎症を引き起こすシグナルを送っています。

’

増殖した

滑膜 本来あるはずの骨が滑膜の増殖により破壊された部分[二
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関節リウマチの関節

細胞膜

シグナル q

過剰な炎症性

サイトカインの産生

鎚窒藁

免疫細胞
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治療後

ゼルヤンツは、サイトカインの過剰な産生を抑えます。これは、細胞の中に
ジャック

いくつかある伝達経路のうちのJAK経路をゼルヤンツが阻害することで、

免疫細胞の遊走や炎症性サイトカインの産生を促すシグナルを抑えることに

よるものです。
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ゼルヤンツは､シグナルの伝達を抑えます。
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JAK経路の

シグナルの伝達を

抑えます
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